
第２次ながおか男女共同参画基本計画 平成24～27年度推進状況 資料１－２

主要施
策

№ 事業名 24年度 25年度 26年度 27年度 推進課

01
広報の手引きの修
正と活用

・「広報活動の手引き」見直しのため、情報収集を行
いました。

ホームページ、SNSの活用に合わせた「広報活動の手
引き」を作成するため、引き続き改訂内容を検討中で
す。

SNSへの対応等を検討しており、平成26年度内の見直
しは行いませんでした。

関係部署との調整を行い「広報活動の手引き」を時点
修正しました。

情報発信企画課
市民活動推進課

02

メディア・リテラ
シー（情報読解能
力）の学習機会提
供

・学習パンフレット案作成のため、情報収集を行いま
した。

・ウィルながおか登録団体と連携し、メディアリテラ
シーを考える講座を開催し意識啓発を図りました。
（講師：新潟県立大学教授　石川伊織さん、11人参
加）

意識啓発を図るためメディア･リテラシーに関する図
書資料を整備し市民への閲覧に供しました。ただし、
貸出し実績がなかったため、貸出し方法について引き
続き検討します。

意識啓発を図るため、メディア・リテラシーに関する
図書資料を整備しました。
また、男女平等推進センターが発行する情報誌
「Booksウィルながおかにある本」でこれらの図書を
紹介しました。

市民活動推進課

03
ウィルながおか
フォーラムの開催
や情報誌の発行

・ウィルながおかフォーラム（日経ウーマン発行人・
麓幸子さん講演会、参加80名）等を実施しました。
・女性生活史：２名取材、３月発行予定です。
・情報紙「あぜりあ№28」（知ってほしい！ＤＶのこ
と）を３月発行予定です。

・ウィルながおかフォーラム（映画監督・松井久子さ
ん講演会と映画上映会　参加224名）等を開催し、男
女平等の意識啓発を図りました。
・「ながおか女性生活史　大正・昭和・平成を生きて
～其の二」を発行し、今を生きる人々に生き方を見直
すきっかけとなりました。
・情報紙「あぜりあ№29」（女同士ってむずかしい？
私と母のビミョーな関係）を発行し、母娘問題の解決
方法を示しました。

・ウィルながおかフォーラムの開催（立教大学大学院
教授　萩原なつ子さん講演会，ぴろんさん（ひな
た）、金井あゆみさん（がぁがぁがぁるず）を交えた
トーク　参加150名）等を開催し、男女平等とワー
ク・ライフ・バランスの考え方についての意識啓発を
図りました。
・情報誌「あぜりあ№30（自分らしく生きる女性の
「ライフデザイン」）」を発行し、自分らしい生き方
を考えていくためのきっかけとしました。（8,000部
発行）

・ウィルながおかフォーラムの開催
　メーンイベントは女優・ヘルスケアカウンセラーの
石井苗子さんの講演会を開催し、180名の方が自分ら
しく生きるためのストレスコントロールについてお話
をお聞きしました。参加後のアンケートでは90％の方
から「満足した」との回答があり、「ストレスを前向
きに考えていきたい」「現場で働いておられる方のお
話で参考になった」等の感想が寄せられました。
・情報誌「あぜりあ№31」の発行（6,000部）発行
　特集は「仕事も家庭も趣味も充実させるコツ」。男
性の家事・育児参画について考えました。市内の公共
施設のほか、学校・企業や、県内市町村等にも配布
し、「男性向けの講座で使いたいので送ってほしい」
等の問い合わせがありました。

市民活動推進課

04
中央公民館・教育
活動事業

〔親も育つ子育てセミナー〕幼児期コース、児童思春
期コース、親子ふれあいコースの３コース、延べ23回
（1,233人）の講座を開講しました。
〔趣味の教室〕14講座26コース（15,340人）を開講し
ました。
〔生涯学習推進大学〕第５期生を受け入れ、２ヵ年修
業の初年度として15講座を開講しました。（受講生58
人）

〔親も育つ子育てセミナー〕幼児期コース、児童思春
期コース、親子ふれあいコースの３コース、延べ23回
（879人）の講座を開講し、家庭の教育力を高めまし
た。
〔趣味の教室〕14講座26コース（14,181人）を開講し
ました。
〔生涯学習推進大学〕第５期生を受け入れ、２ヵ年修
業の最終年度として15講座を開講しました。（受講生
58人）

〔親も育つ子育てセミナー〕幼児期コース、児童思春
期コース、親子ふれあいコースの3コース、のべ23回
（1,002人）の講座を開講し、家庭の教育力を高めま
した。
〔趣味の教室〕13講座23コース（12,365人）を開講し
ました。
〔生涯学習推進大学〕第６期生の初年度15講座を開講
しました。（707人）

・親も育つ子育てセミナーは、幼児期、児童思春期の
子育てのコツや悩みを共有できる場となり、相談機会
の充実に繋がりました。（参加延人数599人）
・趣味の教室は、男女問わず大勢の市民が参加し、生
きがいや心の豊かさ、生涯を通じた健康支援に繋がっ
ています。（参加延人数12,950人）
・生涯学習推進大学は、カリキュラム２年次として49
人が修了しました。
・いずれの講座も、男女の生涯を通じた生きがいづく
り、健康づくりに繋がっています。

中央公民館

05
小・中学校の児童
生徒への男女共同
参画学習

・市立学校において、児童生徒の発達段階に応じた男
女平等を含めた人権に関する授業を年１回以上実施し
ました。

・道徳や総合的な学習の時間等を活用して授業を実施
し、児童生徒の男女平等等を含めた人権に対する意識
を高めました。

・道徳の授業の中で「私たちの道徳」を使ったり、社
会科「公民的分野」の授業の中で教科書を使ったりし
て、男女平等、男女共同参画について学習しました。

・道徳で「私たちの道徳」を使ったり、社会科「公民
的分野」で授業で学ぶとともに学校行事や特別活動な
ど教育課程全体にわたって男女平等、男女共同参画に
ついて学習しました。

学校教育課

06

小・中学校の教職
員を対象とした男
女共同参画を含む
人権教育に関する
研修

・全市立学校の教職員を対象とした人権研修会を年１
回実施し、その他、各校の実状に応じて指導主事を派
遣しました。
・全市立学校において男女平等を含めた人権に関する
校内研修を年１回以上実施しました。

・男女平等を含めた人権に関する校内研修を１回以上
実施し、教職員の意識の高揚を図りました。
・小・中学校の校内研修会に指導主事を派遣し、教職
員に人権教育学習の機会を幅広く提供しました。
（川崎東小・越路小・豊田小・青葉台中）
・11月19日に同和教育研修会を開催し、教職員に人権
教育の充実に向けた研修を実施しました。
（講師：中越教育事務所　和田英史指導主事　87人参
加）

・人権に関する校内研修を１回以上実施し、教職員の
意識の高揚を図りました。
・市立学校の校内研修会に指導主事を派遣し、教職員
に人権教育学習の機会を幅広く提供しました。
（川崎東小、黒条小、総合支援学校、石坂小）
・10月21日に同和教育研修会を開催し、教職員に人権
教育の充実に向けた研修を実施しました。
（講師：上越市立東本町小学校　教諭　木村　範子
　88人参加）

・人権に関する校内研修を年1回以上実施し、教職員
の意識を高めました。
・市立学校の校内研修に指導主事を派遣し、教職員に
人権学習の機会を提供しました。
・同和教育研修会を開催し、教職員に人権教育の充実
に向けた研修を実施しました。

学校教育課

07
幼児への男女共同
参画学習

・保育士が男女平等推進関連項目に関する研修会や講
座に参加し、園内研修や職員会議等での情報共有に努
めました。

・保育士が男女平等推進関連項目に関する研修会や講
座に参加し、園内研修や職員会議等での情報共有に努
めました。

・保育士が男女平等推進関連項目に関する研修会や講
座に参加し、園内研修や職員会議等での情報共有に努
めました。
・その結果、幼児に対して男女でお手伝いなどの役割
を別けることなく、男女平等に保育・指導を行うよう
徹底できました。

・元園長などが各園を訪問して研修を行う園力ＵＰ研
修会を、45園を対象に36回実施し、計527名の保育士
が参加しました。これらの研修会により、通常の保育
活動の中でもごく自然な形で男女平等意識の醸成を行
うことができました。

保育課

08

幼稚園・保育園の
保護者を対象とし
た男女共同参画の
意識啓発

・児童の保護者を対象に、家庭における幼児教育の資
質向上のため、幼児家庭教育講座を開催し、保護者の
家庭教育に対する意識高揚に努めました。
開催回数：46回
延参加者数：2,130人

・児童の保護者を対象に、家庭における幼児教育の資
質向上のため、幼児家庭教育講座を開催し、保護者の
家庭教育に対する意識高揚に努めました。
開催回数：59回
延参加者数：2,214人

・児童の保護者を対象に、家庭における幼児教育の資
質向上のため、幼児家庭教育講座を開催し、保護者の
家庭教育に対する意識高揚に努めました。
開催回数：63回
延参加者数：4,316人

・保護者を対象とした「幼児家庭教育講座」を58園で
計65回行い、2,095名の保護者から参加していただき
ました。母親だけでなく父親も講座に参加して、家庭
での男女共同育児の大切さを学べました。

保育課

　基本目標１　男女平等の実現に向けた社会環境を整備する
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第２次ながおか男女共同参画基本計画 平成24～27年度推進状況 資料１－２

主要施
策

№ 事業名 24年度 25年度 26年度 27年度 推進課

09
政策方針決定過程
への女性参画割合
向上

・審議会等の委員委嘱起案を確認し、30％未達成の課
には次期改選期での改善を求めました。
・平成24年度26.8％（前年度比0.4ポイント減）

・審議会等の委員委嘱等起案を確認し、30%未達成の
課には次期改選期での改善を求めました。
・平成25年度 28.9%（2.1ポイント増）

・審議会等の委員委嘱等起案を確認し、30%未達成の
課には次期改選期での改善を求めたほか、年度当初及
び次年度予算編成前に女性登用について全庁的に働き
かけを行いましたが、土木や建築などの専門的な分野
で女性人材の裾野が広がっていないこと、また、審議
会等に変動（活動停止、廃止、新設等）があること等
により、登用率を上げることができませんでした。
・平成26年度　27.2%（1.7ポイント減）

・審議会等の委嘱等起案を確認し、30％未達成の課に
は次期改選期での改善を求めたほか、年度当初に各課
に働きかけを行った結果、27年度当初の登用率は
30.8％となり、初めて目標値に到達しました。今後
も、女性委員のいない審議会等の解消などの取組を進
めます。

市民活動推進課

10
女性職員の管理職
登用の推進

・人事考課研修を実施し、職務能力・勤務実績に基づ
く人事考課制度の維持推進に努めました。

・人事考課研修を実施し、職務能力・勤務実績に基づ
く人事考課制度の維持推進に努めました。

・人事考課研修を実施し、職務能力・勤務実績に基づ
く人事考課制度の維持推進に努めました。

・人事考課研修を定期的に実施し、職務能力・勤務実
績に基づく人事考課制度を維持推進に努めました。
（H28.4.1現在の管理職への女性登用率は5.4%（＋
1.4%)
・高度な政策形成能力や行政管理能力などの向上に資
する外部研修に女性職員１人を派遣しました。

人事課

11
自治会役員への女
性の参画促進

・今後の取組についての検討を行いました。
・町内会数954、女性町内会長数10（長岡地域10）

・町内会長名簿により町内会における女性役員を定期
的に把握するとともに、町内会市政なんでも相談会に
おいて男女共同参画についてのパンフレットを配布
し、意識啓発を図りました。
・町内会数954、女性町内会長数15（長岡13、寺泊2）

・町内会長名簿により町内会における女性役員を定期
的に把握するとともに、町内会市政なんでも相談会に
おいて男女共同参画についてのパンフレットを配布
し、意識啓発を図りました。
・町内会数954、女性町内会長数9（長岡6、寺泊2、川
口1）

・町内会長名簿により町内会における女性役員を定期
的に把握するとともに、町内会市政なんでも相談会に
おいて男女共同参画についてのパンフレットを配布
し、意識啓発を図りました。
・町内会数955、女性町内会長12名(長岡地域9名、中
之島地域1名、寺泊地域2名)

市民窓口サービ
ス課

12
コミュニティでの
女性の参画促進

・地域に対し、様々な活動団体の役員について女性登
用の促進を依頼しました。

・地域への依頼文書送付時に女性登用の促進について
の記述を追加し、意識啓発を図りました。

・コミュニティセンターにおける非常勤職員の推薦依
頼文送付時に、非常勤職員および地域のコミュニティ
推進組織の委員選出において女性を積極的に登用する
よう記載し、意識啓発を図りました。

・コミュニティセンターにおける非常勤職員の推薦依
頼文送付時に、非常勤職員及び地域のコミュニティ推
進組織の委員選出において女性を積極的に登用するよ
う記載し、継続して意識啓発を図りました。

市民活動推進課

13
防災分野での女性
の参画促進

・計画としては、防災会議委員に、新たに子育てや看
護関係等の分野から女性委員を２名登用する予定でし
たが、計画を超え、３名の女性委員を新たに登用しま
した。

・自主防災会を対象とした研修会等の開催を通じて、
意識啓発を図りました。
・地域防災計画の見直しにおいて、男女共同参画の視
点を反映しました。

・自主防災会を対象とした研修会等の開催を通じて、
女性参画の推進に係る意識啓発を図りました。
・避難所運営マニュアルの見直しにおいて、男女共同
参画の視点を反映しました。

・市政出前講座等を通じて、防災分野での女性参画の
推進と男女共同参画の視点を取り入れた災害対応の普
及を図りました。

危機管理防災本
部

14
農業分野での女性
の参画促進

・研修会等の手紙での情報提供を行いました。
・人・農地プラン検討会への女性登用を図りました。

研修会・講習会等への参加を通じて、意識高揚と学習
機会の増加を図りました。

市内各地域の農村生活アドバイザー相互の研さんはも
とより、市外の女性グループとの交流を通して農産物
の加工・販売等の手法を学ぶべく、各種研修会・講習
会等への積極的な参加を促しました。

・女性の中から農業政策への参画を求める意識が醸成
され、平成27年度に長岡で初めて、女性農業委員の誕
生につながりました。

農水産政策課
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事業者などでの女
性の参画促進

・ハッピー・パートナー企業22社の取組紹介パネルを
作成し、講演会等にて設置し、周知を図りました。
（H25.1.31現在、市内64社）

・ハッピー・パートナー企業32社の取組紹介パネルを
作成して男女共同参画週間や講演会等にて展示し、先
進的な取組の周知を図りました。（H26.1.31現在、市
内67社）

・ハッピー･パートナー企業27社の取組紹介パネルを
作成し、男女共同参画週間やウィルながおかフォーラ
ム、ワーク･ライフ･バランス講演会等において展示
し、先進的な取組の周知を図りました。
（H27.3.31現在、市内登録79社）

・ハッピー・パートナー企業29社の取組紹介パネルを
作成し、男女共同参画週間や就職ガイダンス等で展示
し、先進的な取組の周知を図りました。（H27年度末
現在、市内登録81社）

市民活動推進課
商業振興課

16
活き活き農らいふ
支援事業

・起業等を学ぶ研修会の開催協力及び周知をしまし
た。
・ながおか元気おかあちゃん会議（支援事業の周知
等）を開催しました。

研修会・講習会等への参加を通じて、起業意識の向上
を図るとともに、活き活き農らいふ支援事業により女
性の視点を取り入れた商品開発・販売促進を支援しま
した。

・消費者との交流を積極的に展開している農村生活ア
ドバイザー組織に対し、活動のPR効果と組織の一体感
を高めるポロシャツの制作について支援しました。

・地域の女性グループの起業意欲や結束力の向上に寄
与しました。また、消費者交流事業「農園見学ツ
アー」の実施や「産直オーナー」に新たな産品を加え
るなどアグリビジネスの創出・拡大につながりまし
た。

農水産政策課

17
家族経営協定の締
結促進

・家族経営協定に女性が積極的に参加できるよう推進
し、女性農業者を育成・支援しました。

・一部の補助制度において家族経営協定の締結が受給
要件になっているものもあることから、制度の周知と
合わせて家族経営協定についても周知を図りました。
協定締結に際しては、女性の参加を積極的に勧め意識
啓発するとともに女性の農業経営への参画を促進しま
した。

・家族経営協定に女性が積極的に参加し、女性でも農
業の担い手として活躍できるよう推進し女性農業者を
育成・支援しました。

・家族経営協定に女性が参加するよう個々に相談に乗
り、女性が農業の担い手として活躍できるよう育成・
支援しました。
実績　累計数()内は女性数
H25 57(55）H26 61(59）H27 67(65）

農水産政策課

（

６
）

防
災
活
動
へ

の
女
性
の
参
画
推
進

18
平日日中の災害発
生時のシミュレー
ション事業

・豊田地区と新町地区の２ヶ所において、ワーク
ショップと防災訓練を実施しました。
（豊田地区：ワークショップ23名参加、防災訓練21名
参加　新町地区：ワークショップ21名参加、防災訓練
25名参加）

・上岩井地区（三島地域）と青山地区の２か所におい
てワークショップと防災訓練を男女共同参画の視点で
実施し、地域防災力の向上を図りました。
（上岩井地区：ワークショップ74名参加（2回）、防
災訓練97名参加
　青山地区：ワークショップ31名参加、防災訓練44名
参加）

押切地区（中之島地域）において、ワークショップを
男女共同参画の視点で実施し、女性や高齢者の災害時
の行動を検討することで地域防災力の強化を図りまし
た。（参加23名）
・女性防災リーダー育成のためのヒアリングは年度内
には実施できませんでしたが、27年度に実施予定で
す。

・平日日中の災害に備えるワークショップについて
は、地域からの要望がなかったため、開催しませんで
した。
・男女平等推進センターが地域で活躍する女性防災
リーダーに活動の内容や苦労している点等について聞
き取りを行い、「地域で指導していると男性の方が信
頼度が高いように感じる」等の声が寄せられました。

危機管理防災本
部
市民活動推進課

（

３
）

審
議
会
な
ど
へ
の
女
性
の
参
画
推
進

（

５
）

農
林
水
産
業
・
商
工
業
の
分
野

で
の
女
性
の
参
画
推
進
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第２次ながおか男女共同参画基本計画 平成24～27年度推進状況 資料１－２

主要施
策

№ 事業名 24年度 25年度 26年度 27年度 推進課

19
ながおかヘルシー
プラン21推進事業

・ながおかヘルシープラン21推進協議会開催
・ヘルシーサポーター企業登録事業
・健康づくり井戸端会議開催
・ウォーキングマップ作成
・生活習慣病予防地区モデル事業　等
　を実施しました。

・ながおかヘルシープラン21推進協議会開催
・ヘルシーサポーター企業登録事業
・健康づくり井戸端会議開催
・ウォーキングマップ作成
　等、各種ながおかヘルシープラン２１事業を実施し
男女がともに健康づくりを推進しました。

・ながおかヘルシープラン21推進協議会開催
・ヘルシーサポーター企業登録事業
・健康づくり井戸端会議開催
・ウォーキングマップ作成
　等、各種ながおかヘルシープラン２１事業を実施し
男女がともに健康づくりを推進しました。

・ながおかヘルシープラン21推進協議会開催
・ヘルシーサポーター企業登録事業
・健康づくり井戸端会議開催
・ウォーキングマップ作成
　等、各種ながおかヘルシープラン２１事業を実施し
男女がともに健康づくりを推進しました。

健康課

20
子宮がん・乳がん
検診

・子宮がん・乳がん検診を実施しました。（受診者
数：子宮がん7,522人、乳がん7,242人）
・特定年齢の女性に対し子宮頸がんや乳がん検診の無
料クーポン券及び検診手帳を配布しました。
 （H24受診者見込み：子宮がん7,515人、乳がん7,282
人）

・子宮がん、乳がん検診を実施しました。（受診者
数：子宮がん6,866人、乳がん7,312人）
・他市町村が行う休日検診の利用はありませんでし
た。
・子宮がん乳がん検診の無料クーポン券及び検診手帳
を配布し、がん検診の受診促進と正しい知識の普及・
啓発を図りました。

・子宮がん、乳がん検診を実施しました。（受診者
数：子宮がん5,704人、乳がん6,068人）
・他市町村が行う休日検診を2人受診し、受診機会の
拡大につながりました。
・子宮がん・乳がん検診の無料クーポン券及び検診手
帳を配布し、がん検診の受診促進と正しい知識の普
及・啓発を図りました。
・乳幼児健診の会場で母親を対象に子宮がん・乳がん
検診のチラシを配布し、検診の受診促進と啓発を図り
ました。

・子宮がん、乳がん検診を実施しました。(受診者
数：子宮がん5,908人、乳がん6,986人)
・子宮がん・乳がん検診の無料クーポン券及び検診手
帳を配布し、がん検診の受診促進と正しい知識の普
及・啓発を図りました。
・検診日に保育サービスを2日間実施しました。

健康課

21
妊娠・出産期にお
ける健康支援

・母子手帳を交付しました。（2,223人）
・妊婦健診を実施しました。（延べ24,691回）
・窓口相談577人・電話相談2899件
　を実施しました。

・母子手帳を交付しました（25年度2,143人）
・妊婦健診を実施しました（25年度延べ24,302回）
・窓口相談521人・電話相談2190件を実施し、妊娠・
出産における健康支援を行いました

・母子手帳を交付しました。（2070人）
・妊婦健診を実施しました。（延べ回数23,166回）
・窓口相談533人、電話相談1729件を実施し妊娠・出
産における健康支援を行いました。

・母子手帳を2,024人に交付しました。
・妊婦健診を22,920回（延べ）実施しました。
・窓口相談564人、電話相談1313件を実施し妊娠・出
産における健康支援を行いました。

子ども家庭課

22
思春期・青少年相
談

・面接、電話、メールでの相談受付を行いました。
・相談件数255件（メール：146件、電話：76件、面
接：33件）

・面接、電話、メールでの相談受付を行いました。
・相談件数300件（メール：190件、電話：74件、面
接：36件）

・256件の相談を受けました。
（面接：18件、メール：141件、電話：97件）

・353件の相談を受けました。
（面接：18件、メール：230件、電話：105件）

子ども家庭課

23 青少年育成活動

・街頭育成活動を実施し、青少年への指導・助言を行
いました。（長岡地域261回、栃尾地域56回）
・長岡地域では、135人への指導、559人への賞賛およ
びその他の声かけを行いました。
・栃尾地域では、17人への指導、98人への賞賛および
その他の声かけを行いました。

・街頭育成活動を実施し、青少年への指導・助言を行
いました。（長岡地域275回、栃尾地域54回）
・長岡地域では、207人への指導、837人への賞賛およ
びその他の声かけを行いました。
・栃尾地域では、12人への指導、109人への賞賛およ
びその他の声かけを行いました。

・街頭育成活動を310回実施しました。
（長岡地域：264回、栃尾地域：46回）
・144人の青少年に対して指導・助言を行いました。
（長岡地域：114人、栃尾地域：30人）

・街頭育成活動を331回実施しました。
（長岡地域：275回、栃尾地域：56回）
・171人の青少年に対して、不良行為・要注意行為に
関する指導・助言を行いました。
（長岡地域：160人、栃尾地域：11人）
・1,049人の青少年に「愛の声掛け」を行いました。
（長岡地域：822人、栃尾地域：227人）
※「愛の声掛け」は、青少年育成員が問題行動のない
青少年に対して、青少年を見守っている立場で実施し
ている声掛けです。

子ども家庭課

24 介護予防事業

・基本チェックリストを用いて虚弱な高齢者（二次予
防）、元気な高齢者(一次予防）を選定し対象に合わ
せた事業を実施しました。
・二次予防事業：通所型介護予防事業を延べ21,764人
に、訪問型介護予防事業を延べ286人に実施しまし
た。
・一次予防事業：1,380回、延べ27,910人に実施しま
した。

・通所型介護予防事業を延べ19,222人に、訪問型介護
予防事業を延べ357人に実施しました。また、一次予
防事業を1,546回、延べ23,106人に実施し、高齢者へ
の健康支援を行いました

・通所型介護予防事業を延べ17,618人に、訪問型介護
予防事業を延べ351人に実施しました。また、一次予
防事業を1,691回、延べ25,806人に実施し、高齢者へ
の健康支援を行いました

・通所型介護予防事業を述べ14,855人に、訪問型介護
予防事業を述べ150人に実施しました。また、一次予
防事業を2,158回、述べ24,468人に実施し、高齢者へ
の健康支援を行いました。

長寿はつらつ課

（

７
）

男
女
の
生
涯
を
通
じ
た
健
康
支
援
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第２次ながおか男女共同参画基本計画 平成24～27年度推進状況 資料１－２

主要施
策

№ 事業名 24年度 25年度 26年度 27年度 推進課

（

８
）

市
民
・
事
業

者
へ
の
広
報
・
啓
発

25

仕事と生活の調和
（ワーク・ライ
フ・バランス）や
男女共同参画の情
報提供

・市政だより、ホームページ、その他の媒体による情
報提供を行いました。
（講演会や出前相談室のお知らせ、配暴センターや専
門相談の特集等）

・市政だよりで男女参画週間や男性の育児参加などの
記事を掲載したほか、市政ラジオ番組でもワーク・ラ
イフ・バランスを取り上げるなど、情報提供に努めま
した。

　関連事業を市政だよりや広報ラジオ番組で紹介しま
した。

　市政だより、ホームページ、その他の媒体を活用し
情報提供を行いました。

広報編集課
情報発信企画課

（

９
）

男
女
の
均
等
な
機
会
と
待

遇
の
確
保

26
男女の均等な機会
と待遇の確保

・３月の景況調査時に育児・介護休業、両立支援等に
関する調査を同時に実施予定です。

・H25年4月の景況調査に合わせ、育児・介護休業取得
状況、両立支援に関する調査を実施し、企業の現状把
握に努めました。

・H26年4月の景況調査に合わせ、育児・介護休業取得
状況、両立支援に関する調査を実施し、企業（361
社）の現状把握に努めました。

・H27年4月の景況調査に合わせ、育児・介護休業取得
状況、両立支援に関する調査を実施し、企業（393
社）の現状把握に努めました。
その結果、育児休業制度の規定がある企業は64.1%、
出産した女性従業員の取得割合は92%ですが、配偶者
が出産した男性従業員の取得割合は2.0%（昨年度は
0.8%）でした。
また、介護休業制度の規定がある企業は54.8%です
が、取得者は極めて少ない結果でした。

商業振興課

27
ハラスメント防止
セミナー

・ハラスメントセミナーを開催しました。（参加37
名）

・経営者、人事・総務担当者を対象に、ハラスメント
防止セミナーを開催し意識啓発を図りました。（講
師：産業カウンセラー　宮川一二三氏　40人参加）

・経営者、人事・総務担当者を対象に、ハラスメント
対策セミナーを開催し意識啓発を図りました。（講
師：パートナーズプロジェクト　社会保険労務士法人
代表社員　特定社会保険労務士　高野洋子氏　40社51
名参加）

・経営者、人事・総務担当者を対象に、ハラスメント
対策セミナーを開催し、ハラスメントにならない指導
方法について意識啓発を図りました。32社37名が参加
しました。
「叱ると怒るの違いや感情的にならないなど注意点が
わかり良かった。」などの感想がありました。

商業振興課

28
働きやすい職場環
境推進事業

・「働きやすい職場環境マニュアル」が完成したた
め、有効利用してもらうためのセミナー（説明会）を
開催しました。（参加68名）

・市で実施したワーク・ライフ・バランス講演会にお
いて、マニュアルを配布し、周知を図りました。
（講演会参加者180名）

・働きやすい職場環境推進事業で実施したワーク・ラ
イフ・バランスセミナーにおいて、参加者にマニュア
ルを配布し、周知を図りました。（セミナー参加者
2回計51社67名）

・「働きやすい職場環境推進マニュアル」を改訂し、
事業で実施したワーク・ライフ・バランスセミナーに
おいて、参加者にマニュアルを配布し、活用方法につ
いて紹介するなど周知を図りました。（セミナー参加
者：39社51名）

商業振興課

（

1
1
）

女
性

の
就
業
支
援

29
再就職準備セミ
ナー

・女性のための再就職準備セミナーを開催しました。
（参加17名）

・再就職を目指す女性を対象に、再就職準備セミナー
を２回開催しました。（①講師：たかの社会保険労務
士事務所たかのまき氏　参加者28人②講師：新潟県立
大学准教授　小池由佳氏　参加者24人）

・再就職を目指す女性を対象に、再就職準備セミナー
を２回開催しました。（講師：エムエスオフィス　見
崎真由子氏　定員各30名　参加者①34名　②31名）

・再就職について考え始めた女性を対象に、再就職準
備セミナーを開催しました。（２回連続講座　８人参
加　講師：シニア産業カウンセラー　朝日由香さん）
・参加者からは「自分に足りない具体的なことが分
かった」等の声が寄せられました。

市民活動推進課
商業振興課

30
コミュニティ推進
事業

・豊田コミュニティセンターにおいて、平日日中の災
害発生時のシミュレーション事業を実施しました。
（事業№18参照）

・上岩井地区（三島地域）において、平日日中の災害
発生時のシミュレーション事業を実施しました。
（事業№18参照）

・よいたコミュニティセンターにおいて、与板支所・
コミュニティセンターが連携し「お父さんを楽しもう
講座」を実施しました。
（３回シリーズ　参加延べ人数５５人）

・男の料理教室をコミュニティセンターで実施しまし
た。（例：千手コミュニティセンター、２回開催、延
べ４４人参加）

市民活動推進課

31
まちなかキャンパ
ス長岡管理・運営
事業

・まちなかカフェ（54講座926人）、まちなか大学
（10講座1,003人）、まちなか大学院（３講座310
人）、その他（33講座1,658人）を開催しました。

・まちなかカフェ（55講座885人）、まちなか大学
（11講座1,414人）、まちなか大学院（３講座293
人）、その他（23講座1,164人）を開催し学びの場の
提供や人材の育成に努めました。

・まちなかカフェ（51講座839人）、まちなか大学
（12講座1,265人）、まちなか大学院（2講座142人）
等を開催し、学びの場の提供や人材の育成に努めまし
た。

・市民プロデュース講座で「女性鍼灸師による女性の
ためのセルフはり・きゅう講座」「親子で育てよう！
からだの根っこづくり」など、女性や親子を対象に各
種講座を開催しました。アンケートでは全員が大変満
足若しくは満足という評価をいただき、「講習後も役
立つ内容でよかった」などの感想がありました。
・また、子育て中の方が受講しやすいよう、6カ月～
未就学までの子どもを対象に保育サービスを行い、約
15講座での利用がありました。

市民協働課

32
職員の育児・家事
参加に関する意識
啓発

・通知等により休暇・休業制度の職員周知を図りまし
た。

・通知等により休暇・休業制度の職員周知を図りまし
た。
・子育て関連の休暇・休業制度等をまとめたハンド
ブックを職員ポータルに掲示し、制度の周知及び理解
促進に努めました。

・通知等により休暇・休業制度の周知を図りました。
・出勤前後の時間における育児・家事参加を促進する
ため、時間外勤務の縮減に努めました。
・共済制度の改正に伴い、子育てハンドブックを改訂
し、全職員にわかるように掲示しました。

・各種通知等により休暇・休業制度の周知を図りまし
た。
・毎月12日を「家事・育児・WLBの日」として周知
し、定時退庁を促す取り組みを行いました。
・出勤前後の時間における育児・家事参加を促進する
ため、時間外勤務の縮減に努めました。
・職員向け子育て支援講座を開催し、３３人の参加が
ありました。

人事課

33
ファミリー・サ
ポート・センター
事業

・会員養成講習会の開催(年３回)
・広報誌の発行(年２回)
・交流会・研修会の開催
　を行いました。
（提供会員270人、依頼会員860人、両方会員90人、計
1,220人、利用件数7,800件）

・会員養成講習会の開催(年３回)
・広報誌の発行(年２回)
・交流会・研修会の開催（提供会員275人、依頼会員
869人、両方会員68人、計1,212人、利用件数6,810
件）
　を実施し地域における子育てを支援しました。

・会員養成講習会の開催（年３回）
・広報誌の発行（年１回）
・交流会、研修会の開催
・援助活動（提供会員292人、依頼会員959人、両方会
員72人、計1,323人、利用件数6,038件）
を実施し、地域における子育てを支援しました。

・会員養成講習会の開催（年３回）
・広報誌の発行（年１回）
・交流会、研修会の開催
・援助活動（提供会員306人、依頼会員957人、両方会
員60人、計1,323人、利用件数5,021件）
を実施し、地域における子育てを支援しました。

子ども家庭課

　基本目標２　あらゆる分野における仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る
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第２次ながおか男女共同参画基本計画 平成24～27年度推進状況 資料１－２

主要施
策

№ 事業名 24年度 25年度 26年度 27年度 推進課

34
こんにちは赤ちゃ
ん訪問

・生後28日以内の新生児訪問：1,550件
・生後4ヶ月までの乳児訪問(新生児訪問除く)：950件
・要継続支援家庭への訪問：150件
　を行いました。

・生後28日以内の新生児訪問：1,469件
・生後4ヶ月までの乳児訪問（新生児訪問除く）：895
件
・要継続訪支援家庭への訪問：179件
　を実施し子育て支援を行いました。

・生後28以内の新生児訪問1,688件
・生後4ヶ月までの乳児訪問（新生児訪問除く）1,165
件
・要継続支援家庭への訪問138件　を実施し子育て支
援 を行いました。

・生後28以内の新生児訪問1,630件
・生後4ヶ月までの乳児訪問（新生児訪問除く）832件
・要継続支援家庭への訪問170件
・育児不安や母の体調不安の相談に対応しました。

子ども家庭課

35
ブックスタート事
業

・赤ちゃん相談時に2156人に実施しました。９会場66
回
・ボランティア参加人数：360人

・赤ちゃん相談時に2132人実施しました。(９会場62
回)
・ボランティア参加人数：396人

・赤ちゃん相談時に実施し、絵本１冊とオリジナルの
アドバイス集をお渡ししました。
・参加者　2,049人

・赤ちゃん相談時に実施し、絵本１冊とオリジナルの
アドバイス集をお渡ししました。９会場64回
・参加者　1,935人　父親の参加は1割程度
・読み聞かせ実施時に、父親の読み聞かせを促しまし
た。
・両親で参加できる育児講座を開催し、絵本の読み聞
かせの紹介をしました。

子ども家庭課

36
子育て家庭からの
相談に対する支援
の充実

・おやこスマイルガイドの作成：2,000部、
・各地域の子育て支援センターへの訪問：85回、
・子育ての駅での相談会：30回、相談61件
・子育てのストレスマネジメント講座の開催：６回
・子育て支援講座（ＮＰプログラム）の実施：14回
134人参加
　を実施しました。

・子育ての疑問や不安にＱ＆Ａでアドバイスするガイ
ドブック「おやこスマイルガイド」の作成：6,000部
・各地域の子育て支援センターへの訪問：79回
・子育ての駅での相談会：31回、相談78件
・子育てのストレスマネジメント講座の開催：3回
・子育て支援講座（ＮＰプログラム）の開催：14回
131人参加
を実施し相談・支援体制の整備・充実に努めました。

・各地域の子育て支援センターへの訪問：104回
・子育ての駅での相談会：31回、相談93件
・子育てのストレスマネジメント講座の開催：3回
・子育て支援講座（ＮＰプログラム）の開催：14回、
141人参加
　を実施し相談･支援体制の整備・充実に努めまし
た。

・各地域の子育て支援センターへの訪問：84回
・子育ての駅での相談会：29回、相談60件
・子育てのストレスマネジメント講座の開催：3回
・子育て支援講座（ＮＰプログラム）の開催：16回、
141人参加
　を実施し相談･支援体制の整備・充実に努めまし
た。

子ども家庭課

37 子育ての駅の運営

・子育ての駅ちびっこ広場の運営
相談活動：27回　述べ98件、子育て講座の開催：14回
述べ708人、行事の開催：17回　述べ1,468人
・子育ての駅千秋「てくてく」の運営
相談活動：27回　述べ87件、子育て講座の開催：12回
述べ735人、行事の開催：27回　述べ6,799人
・子育ての駅ながおか市民防災センター「ぐんぐん」
の運営
相談活動：22回　延べ69件、子育て講座の開催：19回
延べ800人、行事の開催：14回　延べ1,613人
・子育ての駅とちお「すくすく」の運営（ＮＰＯに運
営委託）
相談活動:16回　述べ112件、子育て講座の開催：17回
述べ513人
　を実施しました。

・子育ての駅ちびっこ広場の運営
相談活動：25回　述べ108件、子育て講座の開催：24
回　述べ658人、行事の開催：27回　述べ2,250人
・子育ての駅千秋「てくてく」の運営
相談活動：25回　述べ89件、子育て講座の開催：12回
述べ440人 、行事の開催：30回　述べ5,624人
・子育ての駅ながおか市民防災センター「ぐんぐん」
の運営
相談活動：21回　延べ79件、子育て講座の開催：23回
延べ951人、行事の開催：17回　延べ1,287人
・子育ての駅とちお「すくすく」の運営（NPOに運営
委託）
相談活動：24回　述べ253件、子育て講座の開催：15
回 　述べ384人、行事の開催：7回　述べ387人
　を実施し相談・支援体制の整備・充実に努めました

・子育ての駅ちびっこ広場の運営
相談活動：23回　述べ288件、子育て講座の開催：21
回　述べ845人、行事の開催：23回　述べ2,167人
・子育ての駅千秋「てくてく」の運営
相談活動：24回　述べ86件、子育て講座の開催：12回
述べ736人、行事の開催：30回　述べ7,510人
・子育ての駅ながおか市民防災センター「ぐんぐん」
の運営
相談活動：28回　述べ188件、子育て講座の開催：17
回　述べ791人、行事の開催：38回　述べ2,639人
・子育ての駅とちお「すくすく」の運営（NPOに運営
委託）
相談活動：24回　述べ404人、子育て講座の開催：18
回　述べ591人、行事の開催：12回　述べ754人
　を実施し相談・支援体制の整備・充実に努めました

・子育ての駅ちびっこ広場の運営
相談活動：36回　延べ379件、子育て講座の開催：21
回　延べ954人、行事の開催：424回　延べ13,302人
・子育ての駅千秋「てくてく」の運営
相談活動：24回　延べ363件、子育て講座の開催：14
回　延べ842人、行事の開催：160回　延べ14,239人
・子育ての駅ながおか市民防災センター「ぐんぐん」
の運営（NPOに運営委託）
相談活動：25回　延べ256件、子育て講座の開催：23
回　延べ1,120人、行事の開催：695回　延べ21,000人
・子育ての駅とちお「すくすく」の運営（NPOに運営
委託）
相談活動：24回　延べ398人、子育て講座の開催：26
回　延べ814人、行事の開催：94回　延べ2,827人
中之島など、６つの地域で「地域版子育ての駅」が
オープン（平成28年4月には他の3地域もオープンし、
全地域に子育ての駅が開設）
・子育ての駅なかのしま「なかのんひろば」H28.1.4
開設
相談活動：3回 延べ45人、子育て講座の開催：1回　9
人、行事の開催：13回　延べ281人
・子育ての駅こしじ「のびのび」H28.1.7開設
相談活動：1回46人、子育て講座の開催：2回　延べ74
人、行事の開催：20回　延べ705人
・子育ての駅みしま「もりもり」H27.12.23開設（社
会福祉法人に運営委託）
相談活動：4回　延べ93人、子育て講座の開催：1回14
人、行事の開催：24回　延べ527人
・子育ての駅やまこし「やまっこ」H28.1.5開設（総
合型ｸﾗﾌﾞに運営委託）
相談活動：3回　延べ25人、行事の開催：3回　延べ25
人
・子育ての駅おぐに「たんぽぽ」H28.1.4開設
行事の開催：7回　延べ99人
・子育ての駅てらどまり「にこにこ」H28.1.5開設
行事の開催：19回　延べ533人

子ども家庭課

講座は、保健師、栄養士など専門的な知識を持つ方を
講師として、子育てに必要な知識を提供するために、
離乳食や、卒乳に関するテーマで行いました。また、
男性の育児参加を促すため、育児協力についての講座
やファミリー講座なども実施しました。
行事では、七夕、クリスマス、ひなまつりなど季節に
合わせた行事や、手作り絵本の制作、さつまいもの苗
植え・収穫、消防署の見学、ちまき作りなど、各駅の
特徴を活かした行事を行ったほか、体操やダンスな
ど、親子で体を動かして楽しむ行事も多数開催しまし
た。
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第２次ながおか男女共同参画基本計画 平成24～27年度推進状況 資料１－２

主要施
策

№ 事業名 24年度 25年度 26年度 27年度 推進課

38
親の子育て力をつ
ける親育ち事業

・パパママサークルを実施しました。
（沐浴実習、父親の妊婦体験、離乳食初期の調理実
習。健康センター（沐浴10回、調理３回）、越路支
所、中之島支所各４回ずつ（沐浴のみ）計21回）
延べ参加者数661人（沐浴612人、調理49人）

・パパママサークルを実施し、妊娠・出産に関する情
報提供と父親への意識啓発を図りました。
（沐浴実習、父親の妊婦体験、離乳食初期の調理実
習。健康センター（沐浴10回、調理３回）、越路支
所、中之島支所各４回ずつ（沐浴のみ）計21回）
延べ参加者数626人（沐浴571人、調理55人）

・パパママサークルを実施し、妊娠・出産に関する情
報提供と父親への意識啓発を図りました。
（沐浴実習、父親の妊婦体験、離乳食初期の調理実
習。さいわいプラザ（沐浴10回、調理３回）、越路支
所４回、中之島支所３回（沐浴のみ）計20回）
延べ参加者数650人（沐浴594人、調理56人）

・パパママサークルを実施し、妊娠・出産に関する情
報提供と父親への意識啓発を図りました。
（沐浴実習、父親の妊婦体験、離乳食初期の調理実
習。さいわいプラザ（沐浴9回、調理３回）、越路支
所４回、中之島支所３回（沐浴のみ）小国支所(沐浴1
回)、三島支所(調理1回)　計21回
延べ参加者数607人（沐浴546人、調理61人）

子ども家庭課

39 児童クラブの充実

・児童クラブの運営を行いました。（41か所）
長岡地域27か所（221,810人）、中之島地域２か所
(5,917人） 、越路地域２か所（12,870人）、三島地
域２か所（17,313人）、小国地域１か所（3,599
人）、和島地域１か所（3,116人）、寺泊地域１か所
（3,719人）、栃尾地域３か所（15,342人）、与板地
域１か所（4,896人）、川口地域１か所（6,387人）

・児童クラブの運営を42か所で行いました。
長岡地域28か所（235,246人）、中之島地域2か所
（8,900人）、越路地域2か所（15,270人）、三島地域
2か所（13,580人）、小国地域1か所（2,609人）、和
島地域1か所（2,417人）、寺泊地域1か所（3,392
人）、栃尾地域3か所（14,530人）、与板地域1か所
（7,211人）、川口地域1か所（6,815人）
・上組第二児童クラブを上組小学校敷地内に開設しま
した。（H26.1.7)
・日吉児童クラブを地区の集落開発センターから日吉
小学校内に移設しました。(H26.1.6）
・上川西児童クラブ（小学校内）にエアコンを設置す
るなどの設備工事を行い児童クラブの充実を図りまし
た。

・児童クラブの運営を42か所で行いました。
長岡地域28か所（248,677人）、中之島地域2か所
（11,646人）、越路地域2か所（18,518人）、三島地
域2か所（12,109人）、小国地域1か所（2,088人）、
和島地域1か所（3,274人）、寺泊地域1か所（3,101
人）、栃尾地域3か所（15,460人）、与板地域1か所
（7,164人）、川口地域1か所（6,477人）
・ひだまり児童クラブの分室を越路保健センター内に
整備しました。

・児童クラブの運営を44か所で行いました。
長岡地域28か所（256,973人）、中之島地域3か所
（12,924人）、越路地域2か所（17,207人）、三島地
域2か所（13,491人）、小国地域1か所（3,364人）、
和島地域1か所（2,304人）、寺泊地域1か所（3,589
人）、栃尾地域4か所（18,074人）、与板地域1か所
（7,492人）、川口地域1か所（6,133人）
・放課後発達支援コーディネーターを配置し、配慮を
要する児童への対応について、児童厚生員へ助言・指
導・相談を行いました。
・民間の放課後児童クラブ（１か所）へ運営費の補助
を行いました。
・エアコンを設置するなど、環境整備を行いました。

子ども家庭課

40
母子保健推進員活
動

・すこやか妊婦訪問2,100件、すこやか赤ちゃん訪問
2,300件
・子育て支援地区活動：協議会主催２回、地区母推主
催41地区560回4255組
　を実施しました。

・すこやか妊婦訪問2,006件、すこやか赤ちゃん訪問
2,116件を実施し、相談に応じました。
・子育て支援地区活動：協議会主催２回、地区母推主
催41地区383回4183組　を実施しました。

・すこやか妊婦訪問1,912件、すこやか赤ちゃん訪問
2,069件を実施し、相談に応じました。
・子育て支援地区活動：協議会主催２回、地区母推主
催41地区383回3632組　を実施しました。

・すこやか妊婦訪問1,915件、すこやか赤ちゃん訪問
1,969件を実施し、相談に応じました。
・子育て支援地区活動を実施し、親同士の交流や子育
てに関する知識の普及を行いました。
　協議会主催２回、地区母推主催40地区311回2,890組
・ままのまカフェを開催し、親同士の交流、子育て相
談に応じました。
　子育ての駅：4か所　26回　467組
　地域のコミセン等：15か所　106回　928組

子ども家庭課

41
保育園における育
児相談窓口の充実

・子育て支援センター事業実施園（32園、相談件数：
2,019件）をはじめ、事業を実施していない園につい
ても保育相談を実施しました。

・子育て支援センター事業実施園（33園、相談件数：
2,271件）をはじめ、事業を実施していない園につい
ても保育相談を実施し相談窓口の充実を図りました。

・子育て支援センター事業実施園（33園、相談件数：
2,774件）をはじめ、事業を実施していない園につい
ても保育相談を実施し相談窓口の充実を図りました。

・子育て支援センター事業実施園（33園）をはじめ、
事業を実施していない園についても相談窓口を開設
し、保育相談を実施しました。（相談2,266件）

保育課

42
多様なニーズに応
じた保育の実施

・延長保育（76園）73,075件、休日保育（４園）864
件、一時保育（33園）4,559件、病児・病後児保育
（１施設、４園）計1,189件を実施しました。

・延長保育（76園）70,122件、休日保育（４園）876
件、一時保育（34園）4,270件、病児・病後児保育
（１施設、４園）計1,867件を実施し、多様なニーズ
に応じた保育体制の整備に努めました。

・延長保育（77園）66,948件、休日保育（４園）756
件、一時保育（34園）5,278件、病児・病後児保育
（１施設、４園）計1,665件を実施し、多様なニーズ
に応じた保育体制の整備に努めました。

・多様なニーズに応じた保育体制の整備に努め、実施
しました。。
　延長保育利用延べ129,753人
　休日保育利用延べ831人
　一時保育利用延べ5,619人
　病児・病後児保育利用延べ1,435人

保育課

43
高齢者や介護者を
地域全体で支える
体制づくりの推進

・地域の関係機関との連携をさらに深め、ネットワー
クを構築し、住民のニーズに応じて医療・介護・福祉
サービスを適切に紹介できるコーディネート機能を充
実させました。(地域福祉連携事業　延べ7,122回）

・地域の関係機関との連携を深め、ネットワークを構
築し、住民のニーズに応じて医療・介護・福祉サービ
スを適切に紹介できるコーディネート機能を充実させ
ました。(地域福祉連携事業　延べ6,740回）

・地域の関係機関との連携を深め、ネットワークを構
築し、住民のニーズに応じたサービスを適切に紹介で
きるようコーディネート機能を充実させました。
（地域福祉連携事業　延べ8,915回）

・地域の関係機関との連携を深め、ネットワークを構
築し、住民のニーズに応じたサービスを適切に紹介で
きるようコーディネート機能を充実させました。
（地域福祉連携事業　延べ11,616回）

長寿はつらつ課

44
在宅介護者への支
援の充実

・在宅の要介護高齢者を常時介護する同居家族に在宅
介護者支援金を支給しました。(4,993人）
・在宅介護者の介護技術を向上するための研修会を実
施しました。（13回、延べ154人）

・在宅の要介護高齢者を常時介護する同居家族等に在
宅介護者支援金を支給しました。（5,572人）
・在宅介護者の介護技術を向上するための研修会を実
施し介護負担の軽減を図りました。（24回、延べ350
人）

・在宅の要介護高齢者を常時介護する同居家族等に在
宅介護者支援金を支給しました。（5,672人）
・在宅介護者の介護技術を向上するための研修会を実
施し介護負担の軽減を図りました。（24回、延べ299
人）

・在宅の要介護高齢者を常時介護する同居家族等に在
宅介護者支援金を支給しました。（5,652人）
・在宅介護者の介護技術を向上するための研修会を実
施し介護負担の軽減を図りました。（24回、延べ360
人）

長寿はつらつ課
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第２次ながおか男女共同参画基本計画 平成24～27年度推進状況 資料１－２

主要施
策

№ 事業名 24年度 25年度 26年度 27年度 推進課

45
ＤＶ防止の意識啓
発の推進

・「女性と子どものための支援者養成講座」（全10
回、延べ220人）、デートＤＶ出前講座（５校、延べ
986人）　を実施しました。
・医療機関向けＤＶ被害者対応マニュアル及び啓発
カードの改訂、ＤＶ防止講演会（参加43人）等を実施
しました。
・情報紙「あぜりあ№28」（知ってほしい！ＤＶのこ
と）を３月発行予定です。

・デートＤＶ出前講座（４校、延べ558人）を実施
し、若年層に対する予防啓発を図りました。

・デートＤＶ出前講座（５校、延べ684人）を実施
し、若年層に対する予防啓発を図りました。

・デートＤＶ出前講座を実施し、若年層に予防啓発を
図りました。また、啓発パンフレットを更新し、女性
が加害者の事例を加えるなどの見直しを行いました。
・H27年度：高校３中学校１　参加者594名
・参加した生徒からは「DVが身近なところにあるとい
うことが分かった」「自分を大切にする・相手を大切
にするということを守っていきたい」等、多くの声が
寄せられました。

市民活動推進課

46
ＤＶなど相談窓口
の周知

・カード・リーフレットを公共施設等に設置し、市政
だよりや支所での掲示等により、出前相談室の周知を
図りました。

・カード・リーフレットを公共施設等に設置するとと
もに、市政だよりや支所での掲示等により、出前相談
室の周知を図りました。

・カード・リーフレットを公共施設等に設置するとと
もに、市政だよりや支所での掲示等により、出前相談
室の周知を図りました。

・カード・リーフレットを公共施設等に設置するとと
もに、市政だよりや支所での掲示等により、出前相談
室の周知を図りました。

市民活動推進課
広報編集課

47

ＤＶ防止の意識啓
発の推進、相談窓
口の周知（外国籍
向け）

・多言語情報紙（英語）（中国語）を発行し、ホーム
ページの更新及びＦＭ多言語放送を実施しました。

・多言語情報紙（英語）（中国語）を発行し、ホーム
ページの更新及びＦＭ多言語放送を実施し相談窓口の
周知を図りました。

・多言語情報紙（英語）（中国語）を発行し、ホーム
ページの更新及びＦＭ多言語放送を実施し相談窓口の
周知を図りました。

・多言語情報紙（英語、中国語）及びＦＭ多言語放送
において相談窓口の周知を図りました。
・ホームページ（英語、中国語）に「長岡市DV防止
ネットワーク」へのリンクを掲載しました。

国際交流課

48
職場におけるハラ
スメント相談への
対応

・仕事・職場の悩み専門相談（月２回　25件）を実施
し、企業ハラスメント研修等へ職員を派遣しました。

・仕事・職場の悩み専門相談（月２回　27件）を実施
しました。

・仕事・職場の悩み専門相談（月２回　延べ23件）を
実施しました。

・仕事・職場の悩み専門相談（月２回　延べ23件）を
実施しました。
・内容は、再就職と職場の人間関係の相談が多数を占
めました。

市民活動推進課

49
学校におけるセク
シュアル・ハラス
メントの防止

・全市立学校において学校におけるセクシャル・ハラ
スメントを含めた人権課題に関する研修等を年１回以
上実施しました。

・県教育委員会の通知等を用いて、管理職がセクシャ
ル・ハラスメントを含めた非違行為根絶を繰り返し教
職員に指導し、人権意識の高揚を図りました。
・校内研修会を開催し、人権に関する教職員の意識向
上を図りました。

・４月、全市立学校長を招集し、非違行為根絶を指導
しました。また、12月、「『ハラスメントの防止及び
対応に関する指針』の周知及び指導について（通
知）」を発出し、ハラスメント防止の徹底を図りまし
た。
・各学校では、人権意識に関する校内研修会を実施
し、人権に関する教職員の意識向上に取り組みまし
た。

・全市立学校長を招集し、非違行為根絶を指導しまし
た。また、8月26日と12月9日の2回、教職員の綱紀の
保持及び服務規律の確保について（通知）及びハラス
メントの防止及び対応に関する指針」を発出し、ハラ
スメント防止の徹底を図りました。
・各学校では人権意識に関する校内研修会を実施し、
人権に関する教職員の意識向上に取り組みました。

学校教育課

50
安全に安心して相
談できる体制強化

・月～土、ウィルながおか相談室を実施しました。
（相談件数544件）
・各支所地域にて月１回、ウィルながおか出前相談室
を実施しました。
・ＮＰＯ法人への事業委託を行い、連携しながらＤＶ
相談への対応を図りました。

・月～土、ウィルながおか相談室を実施しました。
（相談件数708件）
・各支所地域にてウィルながおか出前相談室を実施し
ました。
・ＮＰＯ法人への事業委託を行い、連携しながらＤＶ
相談への対応を図りました。

・月～土、ウィルながおか相談室を実施しました。
（相談件数885件）
・各支所地域にてウィルながおか出前相談室を実施し
ました。（相談件数44件）
・ＮＰＯ法人への事業委託を行い、連携しながらＤＶ
相談への対応を図りました。

・月～土、ウィルながおか相談室を実施しました。
（相談件数1,148件）
・各支所地域にてウィルながおか出前相談室を実施し
ました。（相談件数39件）
・前年と比べ、相談件数が24％増加。30代女性の相談
が最も多く、相談内容は夫婦関係と家族関係で全体の
40％を占めました。
・全体の１割が複数の主訴を持つなど、相談内容が複
雑化しており、関係機関との連携が必要なケースが増
加しています。

市民活動推進課

51
相談従事者の研修
の充実

・「女性と子どものための支援者養成講座」「デート
ＤＶフォーラム」等に参加しました。
・月１回、ケース検討会を実施しました。
・相談員のためのセルフメンテナンス講習会を開催し
ました。（参加21人）

・「日本フェミニストカウンセリング学会全国大会」
「シェルターシンポジウム」等に参加しました。
・月１回、ケース検討会を実施しました。
・相談員のためのセルフメンテナンス講習会を開催
し、相談員自身の心身のケアを行いました。（講師：
水科江利子さん　参加21人）

・「日本フェミニストカウンセリング学会全国大会」
「ひとり親サポーター養成講座」等に参加しました。
・月１回、ケース検討会を実施しました。
・相談員のためのセルフメンテナンス講習会を開催
し、相談員自身の心身のケアを行いました。（講師：
水科江利子さん　参加15人）

・「日本フェミニストカウンセリング学会全国大会」
「若年層を対象とした女性に対する暴力の予防啓発の
ための研修」等に参加しました。
・月１回、ケース検討会を実施しました。
・相談員のためのセルフメンテナンス講習会を開催
し、相談員自身の心身のケアを行いました。（講師：
水科江利子さん　参加14人）

市民活動推進課

52
配偶者暴力相談支
援センター機能の
整備

・配偶者暴力相談支援センターを開設しました。
（H24.10～H25.3で延べ157件）

・配偶者暴力相談支援センター事業を実施し、一時保
護や自立支援に関する情報提供などＤＶ被害者への支
援を行いました。（相談者279人　延べ544件）

・配偶者暴力相談支援センター事業を実施し、県女性
相談所や警察、児童相談所等と連携しながら一時保護
や自立支援に関する情報提供などＤＶ被害者への支援
を行いました。（相談者264人　延べ524件）

・配偶者暴力相談支援センター事業を実施し、県女性
相談所や警察、児童相談所等と連携しながら一時保護
や自立支援に関する情報提供などＤＶ被害者への支援
を行いました。（相談者245人　延べ716件）

市民活動推進課

53
外国籍の方のＤＶ
相談への対応

・英語、中国語の相談員による生活相談を実施しまし
た。（DV関連は18件）

・英語、中国語の相談員による生活相談を実施しまし
た。（DV関連は４件）

英語、中国語の相談員による生活相談を実施しまし
た。（DV関連は１件）

英語、中国語の相談員による生活相談を実施しまし
た。（DV関連は１件）

国際交流課
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　基本目標３　配偶者などからの暴力を根絶する【配偶者などからの暴力防止及び被害者支援基本計画】
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第２次ながおか男女共同参画基本計画 平成24～27年度推進状況 資料１－２

主要施
策

№ 事業名 24年度 25年度 26年度 27年度 推進課

54
ひとり親支援家庭
への支援

・母子家庭に対し面接を実施し、資格情報等を提供し
ました。
・給付金交付件数　22件

・母子家庭の母及び父子家庭の父に対し面接を実施
し、資格情報等を提供しました。
・給付金交付件数　12件

・母子家庭の母及び父子家庭の父に対し面接を実施
し、資格情報等を提供しました。
・給付金交付件数　10件

・母子家庭の母及び父子家庭の父に対し面接を実施
し、給付金事業、資格情報等の提供を行いました。
　給付金交付件数13件

生活支援課

55 自立支援策の充実
・ハローワークと支援プランを策定し、就職支援ナビ
ゲーター等による支援を行いました。
・プラン策定件数　8件

・ハローワークと支援プランを策定し、就職支援ナビ
ゲーター等による支援を行い経済的自立の促進を図り
ました。
・プラン策定件数　11件

・ハローワークと支援プランを策定し、就職支援ナビ
ゲーター等による支援を行い経済的自立の促進を図り
ました。
・プラン策定件数　2件

・ハローワークとともに支援プランを策定し、就職支
援ナビゲーター・マザーズコーナー相談員等による支
援を行い、経済的自立の促進を図りました。
　プラン策定件数13件

生活支援課

56
児童虐待対策関係
機関との連携

・要保護児童対策地域協議会で要保護児童の進捗管理
・要保護児童対策地域協議会会議（年13回）
・ＮＰＯ法人と協働で市内の幼稚園・保育園に出向き
保護者に児童虐待防止啓発活動（20園、712人）
　を実施しました。

・要保護児童対策地域協議会で要保護児童の進捗管理
・要保護児童対策地域協議会会議の開催（年13回）
・NPO法人との協働による市内幼稚園・保育園での保
護者向け児童虐待防止啓発講座の開催（21園、706
人）
　を実施し、関係機関との連携強化を図りました。

・要保護児童対策地域協議会で要保護児童の進捗管理
・要保護児童対策地域協議会会議の開催（年13回）
・NPO法人と協働による市内幼稚園・保育園での保護
者向け児童虐待防止啓発講座の開催（15園、395人）
　を実施し、関係機関との連携強化を図りました。

・要保護児童対策地域協議会で要保護児童の進捗管理
・要保護児童対策地域協議会会議の開催（年13回）
・NPO法人と協働による民間企業の社員向け出前子育
て講座の開催（6回、206人）
　を実施し、関係機関との連携強化を図りました。

子ども家庭課

57
高齢者虐待対策関
係機関との連携

・高齢者虐待相談の中のＤＶ関連のケースに対し、事
実確認、個別ケース会議を行い、対応しました。(1
件）

・高齢者虐待相談の中のＤＶ関連のケースに対し、事
実確認、個別ケース会議を行い、対応しました。(５
件）

　高齢者相談の中のＤＶ関連のケースに関係機関と連
携し、適切に対応しました。（11件）

・高齢者虐待相談のうち、ＤＶ関連ケース等に対し
て、関係機関と連携を図りながら対応しました。
（夫または妻による虐待対応実件数10件）

長寿はつらつ課

58
障害者相談機関と
の連携

・障害者自立支援協議会連絡調整会議を月１回実施
し、必要な情報共有を図りました。
・障害者のＤＶ関連ケースに対し、個別ケア会議を行
い、対応について協議しました（実７件）。

・障害者のＤＶ関連ケースに対して個別ケア会議を行
い、対応について協議し連携強化を図りました（実５
件）。

・障害者のＤＶ関連ケースに対して、関係機関と対応
について協議をし、連携強化を図りながら対応をしま
した。（実６件）。

・障害者のＤＶ関連ケースに対して、関係機関と対応
について協議をし、連携強化を図りながら対応をしま
した（実４件）。

福祉課

59
関係機関・民間支
援団体との連携・
協力体制の強化

・ＤＶ防止ネットワークを開催しました。（２回）
・医療機関向けＤＶ被害者対応マニュアルと啓発カー
ドを改訂しました。

・ＤＶ防止ネットワークを開催し、ケース検討や情報
交換を行い連携・協力体制の強化を図りました。（２
回）

・ＤＶ防止ネットワークを開催し、ケース検討や情報
交換を行い連携・協力体制の強化を図りました。（２
回）

・ＤＶ防止ネットワーク会議を１回開催し、情報交換
を行い連携・協力体制の強化を図りました。

市民活動推進課

60
ＤＶ防止計画推進
のための体制づく
り

・庁内連絡会議を設置しました。
・庁内連絡会議を開催し、配偶者暴力相談支援セン
ターの運営状況や事例の報告等を行い、庁内における
共通理解を図りました。

・庁内連絡会議を開催し、配偶者暴力相談支援セン
ターの運営状況や事例の報告等を行い、庁内における
共通理解を図りました。

・庁内連絡会議を１回開催し、配偶者暴力相談支援セ
ンターの運営状況や事例の報告等を行い、庁内におけ
る共通理解を図りました。

市民活動推進課

（

1
7
）

自
立
の
た
め
の
支
援

の
充
実

（

1
8
）

関
係
機
関
や
民
間
支
援
団
体
と
の
連
携
強
化
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第２次ながおか男女共同参画基本計画 平成24～27年度推進状況 資料１－２

主要施
策

№ 事業名 24年度 25年度 26年度 27年度 推進課

61
男女共同参画審議
会の開催

・男女共同参画審議会を開催しました。
・10月7日に男女共同参画審議会を開催し、審議会の
役割や平成25年度の主な取組について説明・報告しま
した。

・8月27日に男女共同参画審議会を開催し、平成25年
度実施状況および平成26年度実施計画について説明・
報告しました。

・男女共同参画審議会を開催し、平成26年度実施状況
および平成27年度実施計画について説明・報告しまし
た。

市民活動推進課

62
男女共同参画施策
に対する苦情への
対応

・苦情の申出なし。 ・苦情の申出はありませんでした。 ・苦情の申出はありませんでした。 ・苦情の申出はありませんでした。 市民活動推進課

63
基本計画の進捗管
理と公表

・ホームページ等にて公表予定です。
・男女共同参画審議会で報告した後、ホームページ等
にて公表予定です。

・男女共同参画審議会で報告した後、速やかに市ホー
ムページ上に公表しました。

・男女共同参画審議会で報告した後、速やかに市ホー
ムページ上に公表しました。

市民活動推進課

64
男女共同参画に関
する調査・研究

・メディア・リテラシーに関する調査・研究を行いま
した。
・女性生活史作成のための調査・研究を行いました。

・ウィルながおか登録団体と連携し、メディア・リテ
ラシーを考える講座を開催しました。（事業№02参
照）
・平成26年3月に「ながおか女性生活史　大正・昭
和・平成を生きて～其の二」を発行し、今を生きる
人々に生き方を見直すきっかけとなりました。

・東京都内にあるステップハウス（民営）を訪問し、
運営状況や被害者支援の実態について視察しました。

・市内3,000名を対象に男女共同参画に関する市民意
識調査を実施しました。（回収率：46.6％）

市民活動推進課

65
男女共同参画政策
推進会議の開催

・開催はありませんでした。 ・開催はありませんでした。 ・開催はありませんでした。 ・開催はありませんでした。 市民活動推進課

66
市職員への研修な
どの実施

・２次基本計画の冊子と概要版を全課に配布し、周知
を図りました。
・経営戦略としてのワーク・ライフ・バランス講演会
を実施しました。（講師㈱ワーク・ライフバランス小
室淑恵さん、参加160名、市職員含む）
・ＤＶをテーマとした研修や、内閣府主催の男女共同
参画全国会議に職員を派遣しました。

・企業戦略としてのワーク・ライフ・バランス講演会
を開催し、企業経営者等トップに対する意識啓発を図
りました。（講師(株)佐々木常夫マネージメント・リ
サーチ代表佐々木常夫さん、参加180名、市職員含
む）
・DVをテーマとした研修や、内閣府主催の男女共同参
画全国会議に職員を派遣し、職員のスキルアップを図
りました。

・経営戦略としてのワーク･ライフ･バランス講演会を
開催し、企業経営者等トップに対し、ワーク･ライフ･
バランスの必要性や働き方改革についての意識啓発を
図りました。（講師：（公財）21世紀職業財団会長
岩田喜美枝さん、参加130名、市職員含む）
・20代から30代のカップル・夫婦を対象にワーク･ラ
イフ･バランスセミナーを開催し、ライフデザインの
必要性、2人の将来について考えてもらうためのきっ
かけとしました。（講師：少子化ジャーナリスト 白
河桃子さん、参加10組20名、市職員含む）

・経営戦略としてのワーク･ライフ･バランス講演会を
開催し、企業経営者等トップに対し、ワーク･ライフ･
バランスの必要性や働き方改革についての意識啓発を
図りました。（講師：渥美由喜さん、参加60名、市職
員含む）
・20代から30代のカップル・夫婦を対象にワーク･ラ
イフ･バランスセミナーを開催し、ライフデザインの
必要性、2人の将来について考えてもらうためのきっ
かけとしました。（講師：東京大学教授　瀬地山角さ
ん、参加10組20名、市職員含む）

市民活動推進課

67
支所との連携の充
実

・各支所にて、月１回のウィルながおか出前相談室を
実施しました。（相談件数96件）
・和島地域にて、フォーラム分科会を実施しました。
（41名参加）
・川口地域にて、出前おしゃべりを実施しました。
（53名三回）

支所地域と協力して下記の事業を実施し、連携・協力
に努めました。
・各支所地域にて、ウィルながおか出前相談室を実施
（相談件数73件）
・三島地域にて、平日日中の防災訓練を実施
・川口地域にて、フォーラム分科会を実施（51名参
加）
・和島、栃尾、川口地域にて、出前おしゃべりを実施
（49名参加）

支所地域と協力して下記の事業を実施し、連携・協力
に努めました。
・各支所地域にて、ウィルながおか出前相談室を実施
（相談件数44件）
・山古志地域にて、フォーラム分科会を実施（37名参
加）
・山古志、越路地域にて、出前おしゃべりを実施（延
べ52名参加）

支所地域と協力して下記の事業を実施し、連携・協力
に努めました。
・各支所地域にて、ウィルながおか出前相談室を実施
しました。（相談件数44件）
・小国地域にて、ウィルながおかフォーラム分科会
（ココロとカラダのセルフメンテナンス）を実施（45
名参加）

市民活動推進課

68
コミュニティセン
ターの整備

・コミュニティセンターを整備しました。
（栖吉コミュニティセンター建設、千手コミュニティ
センター基本設計等）

・コミュニティセンターを整備しました。
（栖吉コミュニティセンター建設、千手コミュニティ
センター実施設計等）

・コミュニティセンターを整備しました。（千手コ
ミュニティセンター整備）

・コミュニティセンターを整備しました。
　（千手コミュニティセンター整備）

市民活動推進課

（

2
0
）

市
民
と
の
連
携
・

協
働

69
ウィルながおかの
充実

・調査研究室を拡張し、パソコンや印刷機などを整備
するとともに、登録団体同士の連携事業の実施などを
推進し、ウィルながおかの充実を図りました。

ウィルながおか登録団体の活動を支援し、連携・協力
に努めました。
・登録団体代表者会議を開催（２回）
・ウィルながおかフォーラムにあわせ、登録団体の活
動紹介展示、登録団体主催イベントの開催経費を助成
（９団体）
・市民企画講座「魅力ある女性のリーダーシップを学
ぶ」（企画：長岡コーチング・グループ）を開催（60
名参加）

ウィルながおか登録団体の活動を支援し、連携・協力
に努めました。
・登録団体代表者会議を開催（３回）
・ウィルながおかフォーラムにあわせ、登録団体の活
動紹介展示、登録団体主催イベントの開催経費を助成
（８団体）
・市民企画講座「いつか行く道　介護する側　される
側」（企画：ＷＡＢＡＳながおか）を開催（130名参
加）

ウィルながおか登録団体の活動を支援し、連携・協力
に努めました。
・登録団体代表者会議を開催（３回）
・ウィルながおかフォーラムにあわせ、登録団体の活
動紹介展示、登録団体主催イベントの開催経費を助成
（８団体）
・市民企画講座「女性の起業って難しいこと？」（企
画：長岡コーチング・グループ）を開催（39名参加）

市民活動推進課

（

2
1
）

国
・
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携
・
協
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70
国・県および周辺
市町村などとの連
携

・県主催の主管課長会議や職員基礎研修、内閣府主催
の全国会議に参加しました。
・内閣府の「震災における男女共同参画の視点からの
対応マニュアル検討会」に参画しました。

・県主催の主管課長会議や職員基礎研修、内閣府主催
の全国会議に参加しました。
・新潟県、新潟市、上越市、NPO団体、長岡市による
女性相談員意見交換会を開催し、情報共有と連携強化
を図りました。

・県主催の主管課長会議や職員基礎研修、内閣府主催
の全国会議に参加しました。
・新潟県、新潟市、三条市、柏崎市、上越市、NPO団
体、長岡市による配偶者暴力相談支援センター等職員
連絡協議会を開催し、情報共有や困難事例の検討など
を行い、連携強化を図りました。
（10月17日開催、会場：アオーレ長岡、26名参加）

・県主催の主管課長会議や職員基礎研修、内閣府主催
の全国会議に参加しました。
・新潟県、新潟市、三条市、柏崎市、上越市、NPO団
体、長岡市による配偶者暴力相談支援センター等職員
連絡協議会に参加し、情報共有や困難事例の検討など
を行い、連携強化を図りました。

市民活動推進課

（

1
9
）

庁
内
推
進
体
制
の
充
実

　基本目標４　男女共同参画の推進体制を充実する
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